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HAKUBA VALLEY 
SDGS宣言

10月末日、HAKUBA VALLEY TOURISMはSDGs宣

言を発表。同日、昨シーズンに皆さまにご協力いただい

た14,500通の署名をHAKUBA VALLEYに提出しまし

たこの宣言の発表に至るまで、POWはSDGs委員会の

一員として各事業者などと協議を重ねてきましたが、全

国から集まった署名が後押しとなり、SDGs宣言の中期

目標の中では「2025年までにエリア内全スキー場が電

力の再生可能エネルギーへの切り替えを進めている」

が掲げられています。（SDGs宣言の詳細は次頁または

プレスリリース（https://www.hakubavalley.com/

files/2816/0404/2873/HVT_SDGs_201029_

HP_vfx.pdf）をご覧ください）。

中 期 目 標 のターゲットは 2 0 2 5 年ですが 、すでに

HAKUBAVALLEYの複数のスキー場がこの取り組み

を推し進めています。白馬八方尾根スキー場はリフト9

基（全体の約50％）、エイブル白馬五竜スキー場はナイ

ターゲレンデ全てがこの冬営業から再生可能エネルギ

ーに切り替わります。また、白馬岩岳スノーフィールドも

レストハウスなどの施設から優先的に再エネ切り替え

を進めているほか、白馬さのさかでもセンターハウスで

使用する電気を再エネに切り替えています。HAKUBA 

VALLEYは「冬を守るために」、着実に行動を起こして

いるのです。

SDGs宣言やスキー場の先進的な取り組みは、一人ひ

とりが声を上げること、それが社会の変化をもたらす

原動力になることを証明してくれました。今回の署名は

HAKUBA VALLEYに宛てられたものでしたが、その想

いやメッセージは全国のスキー場に向けられたものと

理解しています。このような動きが広く知れ渡り、このム

ーブメントが波及していくことを期待しています。
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LOCAL 
MOVEMENT

環境教育プログラム「Hot Plan-
et Cool Athletes」をパートナ
ー企業でもあるBurtonのFlag-
ship Nagano店で開催。今回は
キッズ向けの企画で、当日は6
組、15名の親子に参加いただき
ました。語り手はPOW JAPAN
アンバサダーの橋本通代さん。
彼女がカナダで通っていた氷河
の上でのサマーキャンプが氷河
消失のためにクローズしてしま

った体験談を交えながら、アスリ
ート目線で気候変動の話をして
いただきました。「なぜ地球が温
まってきているか？」などの質問
にもキッズ達から活発に意見が
出て、気候変動問題について興
味を持ってもらうための良い機
会になりました。

（2020年10月25日）
環境省のCOOL CHOICE
運動の一環として、白馬村
が主催するイベントのパネ
ルディスカッションに参加。
基調講演では、長野環境保
全研究所の浜田崇氏が気候
変動の影響を長野県、白馬
村といった局地的なデータ
で分析し、それを踏まえ、個

人でできることを他の登壇
者と共に考えました。白馬村
には、様々な立場からこの
問題に向き合う仲間がいる
こと、その結果、着実に地域
としての取り組みが前進し
ていることを、あらためて実
感する機会となりました。

（2020年10月24日）

ローカルで滑りを楽しむご
家族や、アルツ磐梯スキー
場の皆さん、磐梯町の佐藤
町長にもお越しいただき、
環境教育プログラム「Hot 
Planet Cool Athlete」を
実施。小学校低学年の子ど
もたちも真剣に聞いてくれ
ていた姿が印象的でした。
同日午後はアルツ磐梯スキ
ー場にて、ゴミ拾いやエリ
アの自然を学ぶフィールド

ワークが実施され、とても
充実した１日となりました。
前シーズンは少雪の影響を
強く受けたという磐梯エリ
アでも、気候の変化を感じ
る事象が確実に増えている
とのこと。今シーズンは雪
を楽しむとともに、自然や
環境の変化に目を向けてく
れたら幸いです。

（2020年10月18日）

片品村スキー場連絡
協議会にお声がけい
ただき、気候変動と、
それに対するスキー
場の取り組みを海外
や白馬の事例を交え
ながら、お話させてい
ただきました。この講
演を機に、片品高原ス

キー場はPOWのパー
トナー企業に加わっ
てくれました。この先
も片品村の動きに注
目し、サポートしてい
きます。
(2020年10月1日） 

90名近くの村民の皆さまに気候変動についてお話させ
ていただきました。雪、森、水、温泉、田畑、自然豊かな野沢
温泉で暮らす人々の生活は、まさに”自然とともに生きる”。 
POWアンバサダーの河野健児さんと河野由貴子さんを含
む、野沢温泉の滑り手たちは、この豊かな自然で遊びなが
ら、その変化にも気づいています。そんなローカルの人たち
が、会場に来て「気候変動について知る」というアクションを
起こしてくれたことは、とても大きな一歩でした。

（2020年10月21日）

福島県／磐梯町
遊びながら学ぼう！エコ磐梯～ECO-
EDUTAINMENT&MOUNTAIN CLEAN IN 磐梯山～

北海道／札幌市
札幌 COOL CHOICE
POW JAPANは札幌
市と連携し、環境省の
COOL CHOICEに取
り組んでいます。
札幌市内のスキー場
にて「環境意識に関
する実態アンケート」
実施（回答のお礼に
POW JAPANと札幌
市のオリジナルコラボ
ステッカーをプレゼン
トしました）。

その他、小学生向け
の環境情報誌「エコ
チル」にPOWのアン
バサダーとしてプロス
キーヤーの 鈴木 彩
乃 が登場。冬を守る
ためのクールチョイス
を紹介してくれました！

（2020年12月～）

長野県／野沢温泉村
気候変動を知るIN野沢温泉～自然とともに生
きる野沢温泉の雪と未来のために～

冬を守るためのムーブメント

長野県／長野市
BURTON X POW JAPAN 気候変動教育プログラム

群馬県／片品村
片品村スキー場連絡協議会講演～気候変動とスキー場の取り組み～

長野県／白馬村
COOL CHOICE フォーラム・気候変動と自動車
～白馬に雪は降るか～

（エイブル白馬五竜スキー場）

長野県／白馬村
八方尾根スキー場社員向け勉強会

新潟県／南魚沼市
雪乞CAMP（舞子スノーリゾート）

新 潟 県 の 舞 子スノーリゾ
ートで開催された雪乞い
CAMPに参加。ブースでは
シルクスクリーンを楽しみ
ながらローカルや遠方から
ご来場の方とお話させてい
ただき、夜のステージでも
気候変動問題についてお
話する時間をいただきまし
た。この日印象的だったこ
とは、「雪が少ない冬に対し

て、気候変動問題に対して、
私たちも何か行動をおこし
たい」という声を南魚沼・湯
沢の方々から多く聞けたこ
と。湯沢エリアでも冬を守る
ムーブメントが広がってい
くように、ローカルの力を借
りて継続的にアクションを
起こしていきます。

（2020年10月24日）

パートナー企業の八
方尾根開発の社員の
みなさまと、気候変動
問題について学ぶ勉
強会を実施しました。
八方尾根開発が運営
する白馬八方尾根ス
キ ー 場 は 、この 冬 か
ら運行するリフト／ゴ
ンドラの約半分に相
当する9基のリフトを
再生可能エネルギー
に切り替え、年間で約
300トンのCO2 排出
削減が見込まれます。

自分が働くスキー場
が、エネルギーシフト
や気候変動に関する
社員研修など、冬を守
るために取り組みを
積極的に行っている。
それは社員にとっても
誇りとなるでしょう。

（2020年12月1日）

POW JAPANの発足から丸2年、白馬エリアを中心に取り組んできた「冬を守るためのムーブメント」は少しずつ
成果が見えはじめると同時に、そのうねりは日本各地のスノーエリアにも波及しはじめています。
あなたの身近なスノーリゾートや自治体の取り組みを応援しよう！
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6 7JAMMIN
コラボ企画

OUR PERTNERS

京都発チャリティー専門ファッションブランド

『JAMMIN（ジャミン）』（https://jammin.

co.jp/）とコラボし、1週間限定でPOWオリジナル

デザインのチャリティーTシャツ等を販売。

白馬の山々を忠実に描いたデザインには気

候変動から環境を守り、雪のある豊かな冬と

自然を後世へ残していきたいという思いを表

現してもらいました。

皆さまに応援いただいたチャリティーは、「

冬を守る」ためのムーブメントを各地に広げ

ていくための活動資金として使わせていた

だきます。

１週間を通して800点近いアイテ

ムをご購入いただき、チャリティー

の合計金額は509,420円となりま

した。チャリティーにご参加いただ

いた皆さま、情報の拡散にご協力

いただいた皆さまに心より感謝申

し上げます。
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8 9POW 
JAPAN
事務局より

寄付人数：640名

寄付総額：6,169,007円
（2019 年 2月〜2020 年12月）

メディア掲載

HAKUBA VALLEY TOURISMによるSDGs宣言表明の記者会見の様子
が新聞各社に掲載

白馬・小谷／地域情報誌「ラ・プラ―ス」(2020年12月20日）

札幌市／環境情報誌「エコチル」（2020年北海道版12月号）

片品村スキー場連絡協議会講演～気候変動とスキー場の取り組み～

雪乞CAMP

札幌 COOL CHOICE

遊びながら学ぼう！エコ磐梯～Eco-Edutainment&Mountain clean in 磐梯山～

COOL CHOICE フォーラム・気候変動と自動車 ～白馬に雪は降るか～ 」（エイブル白馬五竜スキー場）

八方尾根スキー場 社員向け勉強会

気候変動を知るin野沢温泉～自然とともに生きる野沢温泉の雪と未来のために

BURTON x POW JAPAN 気候変動教育プログラム

Go To 脱炭素セミナー 全国都道府県巡り～長野県～

出展／協力／登壇／イベント

中日新聞、信濃毎日新聞、大糸タイムス、日本経済新聞（2020年10月30日）
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POW JAPANは「私たちの愛する冬を気

候変動から守り、未来につなぐ」という理

念の下、非営利の環境団体として活動を

行っています。そのため、私たちの活動の

大部分は、皆さまからのご寄付とご支援

に支えられています。雪山や冬を愛する仲

間のサポートが、POW Japanの活動をよ

りパワフルで効果的なものへと押し上げ

てくれているのです。継続的なご支援に

心から感謝申し上げます。

PUBLICATION

PHOTO CREDIT:

表紙Photo: Kazushige Fujita

「自然のサイクルのなかで恩恵を受けとめ遊ばせも

らう。地球環境もそうであるように、安全にリスクを回

避し判断することで新しい道が開かれる。解放するエ

ネルギーから本来のパワーが生み出され自然と調和

する瞬間。」（Rider: Arata Suzumura）

裏表紙Photo: Ayako Niki


